
令和 5 年度事業報告 

（令和 5 年 5 月 1 日～令和 6 年 4 月 30 日） 

 

I. 学術講演会等の開催 

1. 第 65 回学術講演会 

日  時： 令和 5 年 7 月 14 日（金）～7 月 16 日（日） 

      （WEB 開催：～8 月 16 日（水） 

会  場： くにびきメッセ（松江市） 

WEB 併催 

参加者数： 2,510 名（会場参加者 1,320 名） 

演題数：  一般演題口演（日本語）：91 

英語口演：27     

一般演題ポスター（日本語）：339 

高得点演題口演(日本語)：29 

病理症例検討会採用：13 

前回、久留米での第 64 回学術講演会では、コロナ禍においてリアル開催と Web を融合

させたハイブリッド方式が初めて本格的に導入された。65 回もハイブリッド方式を採

用した。コロナ禍ではできなかった会員同士の相互交流ができるよう配慮し活発な討

論や質問を促進した。シンポジウム、特別講演、招請講演、会長講演、会長特別企画、

専門医制度コンセンサスミーティング、婦人科悪性腫瘍 総合入力システムセミナー、

ディベート、アジア若手セッション、感染対策講習会、医療倫理講習会、ハンズオンセ

ミナー、ワークショップ、教育プログラム、病理症例検討会、指導医講習会を行った。

市民公開講座は『今話題の子宮頸がん予防 ワクチンと子宮頸癌検診 ～ほんとのとこ

ろを知ろう～』と題し、三原じゅん子参議院議員に講演いただいた。 

2. 第 10 回研修会 

日  時： 令和 5 年 12 月 1 日（金）～12 月 17 日（日） 

WEB 開催 

参加者数： 831 名 

教育プログラム A（A-1 基礎的科学的原理、A-2 悪性疾患の管理、A-3 子宮頸がん・腟

がん・外陰がんの予防・診断、A-4 子宮体がんの手術、A-5 卵巣がん・卵管がん・腹膜が

んの薬物療法、A-6 子宮頸がん・腟がんの放射線療法・化学放射線療法、トピックス ロ

ボット手術）をオンデマンド配信で実施した。 

3． 内視鏡手術手技研修会 

本邦における婦人科腫瘍医の内視鏡手術手技のスキル向上と均霑化を目指、第 65 回学術講

演会中にハンズオンセミナーを開催した。鏡視下手術の基本を学べる Basic コースと、「骨

盤解剖モデル」を使用した Advanced コースの 2コースを行った。講義は、e-learning で受



講してもらい、専門医取得、更新の必須項目とした。 

4． コルポスコピー研修会 

コルポスコピーや下部女性生殖器についての知識に関する教育普及を行い 、子宮頸部腫瘍

に精通した医師を育成するために、年 1 回のコルポスコピー研修会を開催している。2 回目

となる本年は、子宮頸部病理・コルポスコピー小委員会(JSGO-CCCP)の若手委員も講師を担

当した。今後も若手の育成に力を入れていく。 

  日  時： 令和 6 年 3 月 17 日（日） 

  会  場： 東京慈恵会医科大学 2 号館講堂 

参加者 ： 103 名 

プログラム 

正常の子宮頸部病理 

子宮頸部病変－細胞診・組織診との相関 

LSIL の管理 

ハーモニックによる子宮頸部円錐切除術 

子宮頸部円錐切除術 

VIO3が手術室で遊んでませんか？ 患者さんにも病院にも優しいVIO3を用いた円錐切

除術 

治療介入 

治療介入  CO2 レーザー蒸散手技の実際について 

治療介入  CO2 レーザーによる子宮頸部蒸散術 

治療介入  妊娠に関する円錐切除 

浸潤癌疑い 

腺系病変に認められるコルポスコピー所見 

5． WEB セミナーの実施 

月 1 回程度の教育委員会 WEB セミナーを、ZOOM ウェビナーを利用し実施した。ガイドライ

ン、手術、病理、臨床研究、薬物療法、画像、放射線、がんと生殖のカテゴリーで 1 時間、

1 人ないし 2人の講師によりライブ配信した。また、ライブ配信した講演を e-academy とし

て HP に掲載し見逃した会員、再度見直したい会員が視聴できるようにした。 

6. Winter Gathering の開催 

将来の婦人科腫瘍分野の診療、研究、教育を牽引していく若手医師の意見を抽出し、本会の

将来におけるより良い役割、今後の方向性、継続性を模索するため、幅広い施設から若手医

師に参加してもらい実施した。 

  日  時：令和 6年 1 月 27 日（土）～28 日（日） 

  会  場：ホテルメトロポリタン盛岡本館  

       ANA クラウンプラザリゾート安比高原  

  参加者： 26 名  

4 つのテーマ（働き方改革、腫瘍専門医関連、国際化、若手世代が思っていること）でグル



ープに分かれ討論を行った。第 66 回学術講演会で成果発表を行う。 

 

II. 機関誌及び論文図書等の発行 

1. 機関誌「日本婦人科腫瘍学会雑誌」の発刊について 

   

 

 

 

 

 

2. ガイドラインの発行について 

令和 3 年度より改訂を行っていた「子宮体がん治療ガイドライン 2023 年版」と「患者さん

とご家族のための子宮頸がん・子宮体がん・卵巣がん治療ガイドライン第 3 版」を 7月に発

刊した。 

令和 7 年度の発刊を目指し、「卵巣がん・卵管癌・腹膜癌治療ガイドライン 2025 年版」の改

訂作業に着手した。作成委員の選定、CQ の検討を行った。 

3. 英文誌について 

令和元年にオフィシャルジャーナルとなった Journal of Gynecologic Oncology（JGO）の

編集協力を行い、年間 6 回（奇数月）に発刊（オンラインジャーナル）を行った。 

 

III. 婦人科腫瘍学に関する調査研究及び教育の助成 

1. 野澤記念研究助成 

 令和 6 年度の研究助成対象者を研究助成選考小委員会で審査をした結果を理事会で報告し、

対象者を決定した。応募者は 6 名であり、2 名に助成する。 

  ＜助成対象者＞ 

① タイトル：ヒト卵巣がん進展を模倣する同所移植 Patient-derived  xenograft(PDX)マ

ウス、PDX 腫瘍を利用した３次元オルガノイド培養系を用いた、ヒ素化合物 As2O3 の難

治性卵巣がんへの新規臨床応用への研究  

所属：大阪大学大学院医学研究科 産科学婦人科学教室 

氏名：木瀨 康人 

② タイトル：卵巣癌におけるプラチナ抵抗性の再定義と新規治療戦略開発研究 

所属：名古屋大学医学部附属病院 産科婦人科 

    氏名：横井 暁 

 

IV. 婦人科腫瘍専門医及び医療機関の認定 

1. 専門医の認定   

専門医制度規則・細則に基づき、専門医試験を実施した。申請の対象者は、当会が認定した

発行年月日 巻 号 発行部数 

令和 5 和年 6 月 25 日 41 3 オンラインジャーナル 

令和 5 年 10 月 25 日 41 4 オンラインジャーナル 

令和 6 年 1月 25 日 42 １ オンラインジャーナル 

令和 6 年 4月 25 日 42 2 オンラインジャーナル 



指定修練施設において3年以上の修練を行ったものである。試験は令和5年12月17日（日）

に筆記試験 100 問と口頭試問（面接官 2 名）で行われた。試験終了後、同日に資格認定委員

会を開催し、申請者に対する合否の判定が行われた。 

受験者 101 名 合格者 93 名 不合格者 8 名 

2. 専門医の更新・再認定 

専門医制度規則・細則に基づき、更新の申請を提出した 198 名と再申請 3 名に対し、令和 6

年 2 月 6 日(火)に資格認定委員会を開催し、審査を行った。 

188 名が専門医資格更新、3 名が再認定となり、10 名は更新の要件を満たしていないため、

1年間の更新保留とした。また、更新申請の提出がなかった8名は専門医資格を停止とした。 

3. 指定修練施設の認定 

専門医制度規則・指定修練施設認定施行細則に基づき、申請書類を提出した 11 施設に対し、

令和 5 年 6 月 23 日(金)に指定修練施設認定委員会を開催し、審査を行った。3 施設を A 施

設認定、7 施設を B 施設認定、1 施設を症例数の不足により認定不可とした。また、更新に

関して、46 施設から更新申請があり、36 施設が A 施設、9 施設を B 施設として条件を満た

していたため更新を認めた。1 施設が症例数不足で更新不可とし、認定取り消しとなった。 

4. 専門医試験を合格し認定を受けた 93 名、更新 188 名、再認定 3 名に対し、認定証の交付

を行い、登録の手続きをした。また、当会 HP の専門医一覧に公開をした。 

5. 指導医の認定 

専門医制度規則・細則に基づき、令和 6 年 2 月 6 日(火)に認定審査を行った。申請書類を提

出した 42 名に対し審査を行い、40 名を合格とし、認定証の交付を行った。指導医更新は、

申請をした 26 名のうち 24 名の更新を認め論文が要件を満たしていないと判定された 2 名

を保留とした。申請がなかった 1名の資格を停止とした。 

6. 試験問題の作成 

令和元年に作成した専門医制度規則試験問題作成施行細則に則り、試験問題作成委員を選出

し、問題作成を依頼。WEB 会議にて問題選定と修正を郵送と WEB 会議で行い、問題を事務局

から出すことを禁じられている段階からは、委員長が事務局に行き、問題の修正と確認を行

った。試験終了後に、作成方法に問題がなかったかをモニタリングし、監事に報告した。 

7. 婦人科腫瘍専門医取得のための手術要件の変更 

令和 6 年 2 月 26 日に理事会にて、広汎子宮全摘出術の手術要件を 15 例から 10 例（開腹例

数の条件撤廃）へ変更することが承認された。上記変更について、「専門医制度規則資格認

定施行細則変更に関するお知らせ」として、婦人科腫瘍専門医修練医へ一斉メールでの通知

および婦人科腫瘍学会ホームページへの掲載を行った。 

 

V.  国際および国内関係学術団体との連絡及び提携 

【国際渉外事業】 

1. 令和 6 年 1月 10 日 International Gynecologic Cancer Society (IGCS)とのアライアン

スを締結した。本会の会員は自動的に IGCS の会員資格を付与されることとなった。 



2. ASGO_2025（The 9th Biennial Meeting）の誘致選挙が行われ、小林陽一先生（杏林大学）

が選出された。第 67 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会と併催で行う。ポスターを作成、

台湾で行われた ASGO2023 にも小林陽一会長が参加した。 

3. IGCS2023（韓国 ソウル）、ASGO2023（台湾 台北）、ESGO2024（トルコ イスタンブール）、

ESGO2024（スペイン バルセロナ）、SGO2024（アメリカ サンディエゴ）への海外学会参加

補助を行った。 

4. 令和 6 年年 4 月 26 日～27 日に釜山で開催された「The 39th Annual Meeting of Korean 

Society of Gynecologic Oncology (KSGO 2024)」に参加する若手医師を公募（公募者 10

名）し、以下の 5 名に決定した。小島大紀(慈恵医大)、竹内 淳(聖マリアンナ大)、仲澤

美善(札幌医大)、小椋淳平(京都大)、久保谷託也(筑波大) 

5. 2028 年、2029 年の IGCS（ International Gynecologic Cancer Society）の Annual Global 

Meeting 誘致を積極的に行うことを決定した。 

6. ソウルで開催された IGCS の preinvasive disease course の講師１名を派遣した。 

【国内渉外事業】 

1. 令和 6 年度診療報酬改定に関して、外保連・内保連、関連学会と連携、協力を行った。 

2. 令和 3 年度に発足した DB 共通プラットフォーム作成検討委員会は、昨年より JESGO 運営

委員会となり、引き続き日本産科婦人科学会、日本産科婦人科内視鏡学会と協議を行いな

がら、試験運用での問題点の抽出、説明会の開催（WEB・学術講演会内での講演）ロゴの商

標登録を行い、2024 年 1 月に本運用を開始した。 

3. 予防接種専門協議会の会議に参加し、会員への情報発信を行っている。 

 

VI. その他、本会の目的を達成するために必要な事業 

【総務委員会】 

1. 昨年度に引き続き、本会 25 周年記念事業として、第 65 回学術講演会内での記念式典と記

念講演を開催し、記念座談会の 3 回目を開催し内容を HP に掲載した。また、25 周年記念書

籍として、「女性のがんサバイバーフォローアップ Q&A」を発刊した。 

2. 令和 6 年度の名誉会員・功労会員の推戴の件、第 69 回学術集会集会長の選出の件、会員の

資格喪失者の件について協議を行った。 

3. 令和 5 年度選挙のための選挙管理委員の選定を行った。 

【利益相反小委員会】 

1. 理事長・副理事長・理事・監事）、学術集会会長、次期学術集会会長、次次期学術集会会長、

各種委員会委員長、各種ワーキンググループ委員長、社会保険委員、倫理委員、ガイドラ

イン委員、利益相反委員、編集委員にから提出された、令和 4 年 1月～12 月の自己申告書

の提出の確認を行った。 

2. 電子申請導入のため、サービスの検討と、試験運用を行った。 

【学術委員会】 

1. 学術講演会事後評価委員会を設置し、第 65 回学術講演会に関して参加者にアンケートを



実施。アンケート回答に関して解析し理事会に報告した。 

2. 第 66 回学術講演会のプログラム委員会を発足し、プログラムの協議を行った。 

3. 第 65 回学術講演会での病理症例検討会の反省と、66 回への引継ぎを行った。また、コメ

ンテーターの選出を行い、レビュー会議を実施した。 

【教育委員会】 

1. 教育プログラムの内容検討、第 10 回研修会を実施した。 

2. 婦人科腫瘍専門医修練カリキュラムの改訂を行った。 

3. 令和 2 年度より開始した WEB セミナーを毎月１～2 回開催した。開催した WEB セミナーの

動画を e-academy として HP 上に掲載をした。 

4. 令和 5 年 9月 19 日、WEB での Tumor Board を開催した。 

5. MSD 株式会社の医学教育事業助成に申請を行った。 

【手術手技研修小委員会】 

1. 第 65 回学術講演会でハンズオンセミナーを実施した。Basic コース（安全なトロッカー

挿入、鉗子操作、腟断端モデルを使用した縫合・結紮実習）Advanced コース（骨盤解剖モ

デルを用いた実習 子宮体癌を想定した実習を行う）の 2 つのコースを実施した。 

2. 令和 5 年 10 月 17 日（火）JSGO Surgical Film Festival を実施した。国立がん研究セン

ター中央病院の加藤友康先生にご自身の手術動画を用いて WEB 講演を行っていただいた。 

【子宮頸部病理・コルポスコピー小委員会】 

1. コルポスコピーテキストの原稿執筆を開始した。 

2. 令和 6 年 3月 17 日（日）に第 2 回コルポスコピーセミナーを開催した。 

3. IFCPC の e-learning の日本語版翻訳を行うこととなった。 

【編集委員会】 

1. 和文誌の発刊を行った。 

2. 機関誌の査読員へのインセンティブ付与の一環として和文誌および英文誌（Journal of 

Gynecologic Oncology）の Best Reviewer Award 、和文誌の Best Reviewer Award の受

賞者の選定を行った。 

3. 英文誌（JGO）への協力の方法、会員への投稿数を増加させる方法の検討を行った。 

【倫理委員会】 

1. 令和 5 年の「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」の改正時に、臨床

研究の実施ならびに学術講演会等への演題提出の際の留意点をまとめて会員へ周知した。

今後も指針改正等の必要時に協議を行い、適宜周知する。 

【社会保険委員会】 

1. 令和 5 年 7月 28 日に令和 5 年度厚生労働省委託事業「医療技術の評価・再評価に関する

支援事業」（外保連要望ヒアリング）が Web にて行われ、センチネルリンパ節生検術(子

宮悪性腫瘍手術および、女子外性器悪性腫瘍)、直接要望を行い、センチネルリンパ節生

検術(女子外性器悪性腫瘍)が新規に保険適応となった。   

2. 日本絨毛性疾患研究会と合同で再発絨毛性腫瘍に対してペムブロリズマブ投与について



の未承認薬・適応外薬の要望書（公知申請）を提出した。 

【広報委員会】 

1. WEB セミナーのオンデマンド閲覧ページ JSGO E-academy や、患者教育のための教育アニ

メーション動画の閲覧数を増やすための広報活動を行っている。 

2. 国際学会に関する案内および国際学会参加者同士がつながることができるページ作成の

検討を行っている。 

【ガイドライン委員会】 

1. 委員会開催 

① 令和 5 年 6 月 26 日(月)に第 1 回ガイドライン委員会を行い、今後のガイドライン発刊

に関して協議を行った。 

② 子宮体がん治療ガイドライン 2023 年版改訂委員会 

・令和 5 年 5 月 8 日(月) 再投票(最終会議３日目) 

・令和 5 年 7 月 15 日子宮体がん治療ガイドライン 2023 年版発刊 

③ 卵巣がん・卵管癌・腹膜癌治療ガイドライン 2025 年版改訂委員会 

・令和 5 年 6 月 16 日（金）委員長・副委員長会議 

・令和 5 年 6 月 26 日（月）第 1 回ガイドライン委員会＋コアメンバー会議 

・令和 5 年 8 月 9 日（水）コアメンバー会議 

・令和 5 年 9 月 13 日（水）第 2 回コアメンバー会議 

・令和 5 年 10 月 12 日（木）SR 打ち合わせ 

・令和 5 年 10 月 25 日（水）第 3 回コアメンバー会議 

・令和 5 年 11 月 21 日（火）第 1 回全体会議 

・令和 5 年 12 月 25 日（月）第 4 回コアメンバー会議 

・令和 6 年 3 月 4 日（月）第 5 回コアメンバー会議 

・令和 6 年 6 月 26 日（月）第 6 回コアメンバー会議 

2. 論文の執筆 

① Effects of a fertility-sparing re-treatment for recurrent atypical 

endometrial hyperplasia and endometrial cancer: a systematic literature 

review. Murakami I., et al. J Gynecol Oncol. 2023 Jul;34(4):e49. 

② Japan Society of Gynecologic Oncology 2022 guidelines for uterine cervical 

neoplasm treatment. Seino M., et al. J Gynecol Oncol. 2024 Jan;35(1):e15. 

③ A qualitative systematic review of the significance of adjuvant therapy in 

patients with low-risk endometrial cancer presenting positive peritoneal 

cytology: a relevant study to the guideline update for endometrial cancer by 

the Japan society of gynecologic oncology guideline committee. Shigeta S., 

et al. Jpn J Clin Oncol. 2024 Feb 7;54(2):217-220. 

④ Quality of care measurement for patients with ovarian cancer in Japan. 

Kakuwa T., et al. J Obstet Gynaecol Res. 2024 May 2. 



3. 転載 

2023 年 5 月 1 日〜2024 年 4 月 30 日まで、41 件の転載許諾依頼を承認した。 

【JESGO 運営委員会】 

婦人科悪性腫瘍総合入力システムの開発を行い、日本産科婦人科学会婦人科腫瘍登録や日

本産科婦人科内視鏡学会合併症登録（調査普及アンケート）への一括登録が可能であるこ

とを確認し、本運用を開始した。また、第 65 回の本会学術講演会をはじめ、各学会におい

て講演を行うとともに、本会 HP 上の記載を整備し、JESGO の普及活動に努めた。 

【がんゲノム医療、HBOC 診療の適正化に関するワーキンググループ】 

婦人科癌患者に対する遺伝医学的対応、HRD 検査、RRSO 等について、全国規模の調査を行う

目的にアンケートを作成し、日本産科婦人科学会 婦人科腫瘍委員会 がんゲノムと新しい

がん薬物療法に関する小委員会との共同の下、日本産科婦人科学会の専攻医指導施設または

婦人科腫瘍登録施設である合計約 650 施設へのアンケートを送付した。がんゲノム医療の

Real World Data として、C-CAT データベースの利活用も申請を予定している。 

【婦人科腫瘍診療における COVID19 感染対策と実態調査に関するワーキンググループ】 

５類移行後の新型コロナワクチン接種の婦人科がん患者への接種勧奨の文書の作成を開始

している。また、日本産科婦人科学会から予防接種推進専門協議会に提出された「5 類移行

後の妊婦のコロナワクチン接種の位置づけに関する要望書の修正について」修正版を作成し

た。 

【卵巣がんに対する鏡視下手術の保険収載に向けたワーキンググループ】 

腹腔鏡下付属器悪性腫瘍手術の保健収載を目的に、先進医療申請の準備を行っている。 

① 先進医療申請 

卵巣がんに対する腹腔鏡下手術について、先進医療として、大分大学（小林栄仁委員）を主

たる医療機関で倫理委員会承認を目指している。現在、主たる医療機関として、当該施設で

の実績に基づく論文が必要との指摘を受け、臨床研究として行った２例の症例報告論文を

大分県医学雑誌に投稿し、受理される予定であり、先進医療申請は、令和 6 年度以降になる

見込みである。 

②卵巣癌に対する MIS のシステマティックレビュー作成 

永瀬委員より、「卵巣がん患者に対して、開腹手術の代わりに低侵襲手術は勧められるか？」

という Clinical Question を設け、システマティックレビュー（担当：東海大学 町田弘子

先生、名古屋大学 横井暁先生）を行い、作業は完了し、ガイドラインの記載と同時進行で

英語論文を執筆中。 

【若手ワーキンググループ】 

1. 令和 6 年 1月 27 日 28 日に第 1 回 Winter Gathering を開催した。成果を第 66 回学術講

演会で発表する。 

2. 準備委員会を開催 

・令和 5 年 5 月 16 日（火） 

・令和 5 年 5 月 30 日（火） 



・令和 5 年 8 月 30 日（水） 

・令和 5 年 9 月 20 日（水） 

・令和 5 年 12 月 27 日（水） 

【婦人科医以外の会員増加に関するワーキンググループ】 

令和 4 年度に行った、婦人科以外の会員・非会員へのアンケート結果の検討を行い、理事会

への提言を行った。 

① 学術講演会プログラム委員会に病理医、放射線科医（診断・治療）、腫瘍内科医の参画 

② 若手ワーキンググループに病理医、放射線科医（治療・診断）、腫瘍内科医の参画 

③ 診療ガイドライン等作成における若手・中堅の病理医、放射線科医（治療・診断）、腫

瘍内科医の参画 

【多彩なキャリアを支援するワーキンググループ】 

多彩な働き方を支援し、本会内での活躍の場を広げていくことを目的として発足。女性や婦

人科以外を専門とする会員にメンバーとなってもらい、どんな支援ができるかを検討してい

く。 

【センチネルリンパ節生検普及ワーキンググループ】 

センチネル生検ナビゲーション手術の指針の制定、クオリティコントロールのためのレジス

トリーの構築、そして保険収載されなかった場合、先進医療 A での実施の体制の準備などを

検討するためにワーキンググループを立ち上げた。委員の選定を行い、指針案の作成に着手

した。 

 

 

 

令和 5 年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34 条

第 3 項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないため作

成しておりません。 

令和 6 年 7月 

公益社団法人日本婦人科腫瘍学会 


